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【公開日】平成26年7月10日(2014.7.10)
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【出願番号】特願2014-15468(P2014-15468)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2014.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月18日(2014.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構成成分（Ａ）１分子あたり少なくとも２つのＳｉ－アルケニル基及び１００～１５，
０００ｍＰａ・ｓの２５℃での粘度を有する液体ジオルガノポリシロキサン１００重量部
と、
　構成成分（Ｂ）少なくとも２つのアルケニル基を含有するシリコーン樹脂２０～５０重
量部と、
　構成成分（Ｃ）構成成分（Ｃ）中のケイ素に結合された水素のモル数と構成成分（Ａ）
中のケイ素に結合されたアルケニル基の総モル数との比が、０．１：１～５：１であるよ
うな量で、１分子あたり少なくとも２つの、ケイ素に結合された水素原子を有するポリオ
ルガノシロキサンの形態の架橋剤と、
　構成成分（Ｄ）ヒドロシリル化触媒（ここで、前記ヒドロシリル化触媒中の金属の量は
、構成成分（Ａ）１，０００，０００重量部あたり０．０１～５００重量部である）と
を含む、太陽電池を封入するための液体シリコーン封入材料。
【請求項２】
　前記液体シリコーン封入材料の粘度が、２５℃で測定した場合に１００～１０，０００
ｍＰａ・ｓである請求項１に記載の太陽電池を封入するための液体シリコーン封入材料。
【請求項３】
　構成成分（Ｃ）中のケイ素に結合された水素のモル数と構成成分（Ａ）中のケイ素に結
合されたアルケニル基の総モル数との比が１：１を超える請求項１又は２に記載の太陽電
池を封入するための液体シリコーン封入材料。
【請求項４】
　前記液体シリコーン封入材料は、１つ以上の接着促進剤及び／又は汚れ防止剤及び／又
は硬化阻害剤及び／又は下記式：
　（Ｒ１Ｏ）３ＳｉＲ２

（式中、Ｒ１は、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ２は、１～６個の炭素
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原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６炭素原子を含む
アルケニル基、アクリル基又はアルキルアクリル基からなる群から選択される）のシラン
をさらに含む請求項１～３のいずれか１項に記載の太陽電池を封入するための液体シリコ
ーン封入材料。
【請求項５】
　液体シリコーン封入材料の粘度が、２５℃で測定した場合に１００～２，０００ｍＰａ
・ｓである請求項１～４のいずれか１項に記載の太陽電池を封入するための液体シリコー
ン封入材料。
【請求項６】
　前記液体シリコーン封入材料が２０重量％～９０重量％の樹脂分を含む請求項１～５の
いずれか１項に記載の太陽電池を封入するための液体シリコーン封入材料。
【請求項７】
　前記液体シリコーン封入材料は、揮発分を放出することなく硬化する請求項１～６のい
ずれか１項に記載の太陽電池を封入するための液体シリコーン封入材料。
【請求項８】
　ｉ）剛性又は可撓性の上板及び／又は基板と、
　ｉｉ）１つ以上の太陽電池と、
　ｉｉｉ）ヒドロシリル化硬化反応生成物である、請求項１～７のいずれか一項に記載の
液体シリコーン封入材料の硬化物と
を含む太陽電池モジュール。
【請求項９】
　前記太陽電池は、ウェハー又は薄膜のいずれかであり、前記太陽電池は、結晶若しくは
多結晶シリコン又は薄膜シリコン、半結晶シリコン、ガリウムヒ素、ジセレン化銅インジ
ウム、テルル化カドミウム、ジセレン化銅インジウムガリウム、又はそれらの混合物から
製造される請求項８に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１０】
　前記太陽電池は、多結晶又は単結晶シリコンから製造されるウェハーである請求項８又
は９に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１１】
　前記太陽電池は、薄膜シリコン、又はジセレン化銅インジウムガリウムから製造される
薄膜である請求項８又は９に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１２】
　上板又は基板上に太陽電池を接着させるように適応させた液体シリコーン接着剤を含む
接着剤層が提供される請求項８～１１のいずれか１項に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１３】
　前記液体シリコーン接着剤が、
　構成成分（Ａｉ）１分子あたり少なくとも２つのＳｉ－アルケニル基及び１００～１０
，０００ｍＰａ・ｓの２５℃での粘度を有する液体ジオルガノポリシロキサン１００重量
部と、
　構成成分（Ｂｉ）少なくとも２つのアルケニル基を含有するシリコーン樹脂２０～４０
重量部と、
　構成成分（Ｃｉ）構成成分（Ｃｉ）中のケイ素に結合された水素のモル数と構成成分（
Ａｉ）中のケイ素に結合されたアルケニル基の総モル数との比が、０．１：１～１：１で
あるような量で、１分子あたり少なくとも２つの、ケイ素に結合された水素原子を有する
ポリオルガノシロキサンの形態の架橋剤と、
　構成成分（Ｄｉ）ヒドロシリル化触媒（ここで、前記ヒドロシリル化触媒中の金属の量
は、構成成分（Ａｉ）１，０００，０００重量部あたり０．０１～５００重量部である）
と
を含む請求項１２に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１４】
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　前記液体シリコーン接着剤は、接着促進剤及び／又は硬化阻害剤及び／又は下記式：
　（Ｒ１Ｏ）３ＳｉＲ２

（式中、Ｒ１は、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ２は、１～６個の炭素
原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６個の炭素原子を
含むアルケニル基、アクリル基又はアルキルアクリル基からなる群から選択される）のシ
ランをさらに含む請求項１３に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１５】
　前記液体シリコーン接着剤が２０重量％～３０重量％の樹脂分を含む請求項１２～１４
のいずれか１項に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１６】
　前記上板及び／又は基板がガラスであり、前記液体シリコーン封入材料及び／又は前記
液体シリコーン接着剤の硬化物が、前記ガラスと実質的に等しい光透過率を示す請求項８
～１５のいずれか１項に記載の太陽電池モジュール。
【請求項１７】
　前記太陽電池は、接着及び／又は封入の前に、下記式：
　（Ｒ１Ｏ）３ＳｉＲ２

（式中、Ｒ１は、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ２は、１～６個の炭素
原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６個の炭素原子を
含むアルケニル基、アクリル基又はアルキルアクリル基からなる群から選択される）のシ
ランを用いて不活性化される請求項８～１６のいずれか１項に記載の太陽電池モジュール
。
【請求項１８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の液体シリコーン封入材料を太陽電池上に噴霧、コ
ーティング又は分配することにより均一に適用する工程と、前記液体シリコーン封入材料
を熱的に又は赤外線により硬化させる工程とを含む連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項１９】
　前記液体シリコーン封入材料は、フローコーターを使用して適用される請求項１８に記
載の連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２０】
　前記液体シリコーン封入材料は、連続炉中で硬化される請求項１８又は１９に記載の連
続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２１】
　得られる液体シリコーン封入材料の硬化層が、２０μｍ～１，２００μｍの範囲の厚さ
を有する均一な薄膜コーティングである請求項１８～２０のいずれか１項に記載の連続的
な太陽電池の封入方法。
【請求項２２】
　液体シリコーン接着剤が、前記液体シリコーン封入材料の導入前に、前記太陽電池上に
適用され、硬化される請求項１８～２１のいずれか１項に記載の連続的な太陽電池の封入
方法。
【請求項２３】
　前記液体シリコーン接着剤は、
　構成成分（Ａｉ）１分子あたり少なくとも２つのＳｉ－アルケニル基及び１００～１０
，０００ｍＰａ・ｓの２５℃での粘度を有する液体ジオルガノポリシロキサン１００重量
部と、
　構成成分（Ｂｉ）少なくとも２つのアルケニル基を含有するシリコーン樹脂２０～４０
重量部と、
　構成成分（Ｃｉ）構成成分（Ｃｉ）中のケイ素に結合された水素のモル数と構成成分（
Ａｉ）中のケイ素に結合されたアルケニル基の総モル数との比が、０．１：１～１：１で
あるような量で、１分子あたり少なくとも２つの、ケイ素に結合された水素原子を有する
ポリオルガノシロキサンの形態の架橋剤と、
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　構成成分（Ｄｉ）ヒドロシリル化触媒（ここで、前記ヒドロシリル化触媒中の金属の量
は、構成成分（Ａｉ）１，０００，０００重量部あたり０．０１～５００重量部である）
とを含む請求項２２に記載の連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２４】
　前記液体シリコーン接着剤は、接着促進剤及び／又は硬化阻害剤及び／又は下記式：
　（Ｒ１Ｏ）３ＳｉＲ２

（式中、Ｒ１は、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ２は、１～６個の炭素
原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６個の炭素原子を
含むアルケニル基、アクリル基又はアルキルアクリル基からなる群から選択される）のシ
ランをさらに含む請求項２３に記載の連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２５】
　前記液体シリコーン封入材料を適用する手段は、前記太陽電池の上面で、均一な気泡を
含まないフィルム又は実質的に気泡を含まないフィルムに前記液体シリコーン封入材料が
適用されるように適応される請求項１８～２４のいずれか１項に記載の連続的な太陽電池
の封入方法。
【請求項２６】
　液体シリコーン接着剤への太陽電池の堆積は、多軸ロボットにより行われる請求項１８
～２５のいずれか１項に記載の連続的な太陽電池モジュール封入方法。
【請求項２７】
　水の進入からパネルの縁を保護するために、熱可塑性材料又は熱弾性材料を適用して、
封入された太陽電池を取り囲むフレームを形成する請求項１８～２５のいずれか１項に記
載の連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２８】
　下記式：
　（Ｒ１Ｏ）３ＳｉＲ２

（式中、Ｒ１は、１～６個の炭素原子を含むアルキル基であり、Ｒ２は、１～６個の炭素
原子を含むアルコキシ基、１～６個の炭素原子を含むアルキル基、１～６個の炭素原子を
含むアルケニル基、アクリル基又はアルキルアクリル基からなる群から選択される）のシ
ランが、接着及び／又は封入の前に、太陽電池の不活性化に利用される請求項１８～２５
のいずれか１項に記載の連続的な太陽電池の封入方法。
【請求項２９】
　太陽電池を封入するための、請求項１～７のいずれか一項に記載の液体シリコーン封入
材料の使用。
【請求項３０】
　請求項１８～２８のいずれか１項に記載の方法により得ることができる太陽電池モジュ
ール。
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